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１．背景 
揚水遮水対策井列は３列ある。① 揚水井列 ② 揚水―観測井列 ③ 上段揚水井

列の３列である（図―１）。①揚水井列 ②揚水―観測井列の垂直断面配置と各観測井

からの塩分濃度分布図を、図―２・３に示した。③上段揚水井列の垂直断面配置は、図

―４に示した。 

現在、対策に使用している揚水遮水策井列は、①揚水井列のみである。この段階でも、

対策効果が明確になってきている。モニタリング・システムとしての新規観測井（16

箇所：62 観測井）・既存観測井（２本）と各揚水遮水完璧対策実証試験地の観測井・

揚水井（図―１）について、揚水遮水対策による地下水流動系・塩素イオン濃度分布の

変遷を説明する。 

実証試験のための各種の揚水遮水対策は、２００７年３月２１日から実施してきてい

る（表―１）。対策前と対策後との効果確認のために７月１３日から８月１日までの２

０日間は、全ての揚水を停止し、地下水流動系・塩素イオン（Cｌ‐）濃度分布を対策

前の状態（定常状態）に戻した。対策揚水を再開したのは、８月２日からである。 

また、４観測井については地下水位・電気伝導度（塩素イオン（Cｌ‐）濃度と相関

性が高い）のリアルタイム（即時観測）の情報をインターネットで流域住民・国民に公

開することに成功した（本NPOホームページ、モニタリングデータ公開参照）。 

今後のインターネットによる情報公開予定と千葉県・富津市の各自治および流域住民

等への提出用の環境分析項目と定期測定計画について述べる。 

なお、揚水停止前（７月１３日以前）の対策の調査研究内容は、「千葉県富津市大塚

山周辺人工地層環境修復科学技術審査会報告“揚水遮水完璧対策に関わるモニタリング



と湊川集水域住民への安全性の提言」（２００７年８月５日）（日本地質汚染審査機構ホ

ームページ参照）で報告してあるので省略する。 

ちなみに、①第１処分場の漏洩機構解明調査と②湊川集水域住民への安全性の提言に

ついても、前述の２００７年８月５日の報告書に述べてある。 

 

図―１ 揚水遮水完璧対策井設置位置図 



 
 

図―２ 揚水対策井（下）・揚水―観測対策井（上）の垂直配置図（図―１参照） 
 

 
 

図―３ 揚水対策井（下）・揚水―観測対策井（上）にみられる塩素イオン（Cｌ‐）濃

度垂直分布（図―１参照） 



 

 
図―４ 上段揚水井列の垂直断面図（図―１参照） 

 

図―５ 揚水遮水完璧対策実証試験地における観測井・揚水井配置図 
揚水対策井列（ＰＷ揚水井列）の揚水井名・観測揚水対策井列（ＰＩＷ揚水井列）の揚水井名と実証試験地の観測井・

揚水井名（ＰＩシリーズ）との関係（PI-１:PIW-８、PI-2:PIW-9, PI-３上：PIW-10, PI-3下：PW-11, PI-4:PIW:12）  
揚水対策井列（ＰＷ揚水井列）の揚水井名・観測揚水対策井列（ＰＩＷ揚水井列）の揚水井名と実証試験地の観測井・

揚水井名（ＰＩシリーズ）との関係（PI-5:PW-9, PI-6：PW-10, PI-7：PW-11, PI-8:PW:12）,  



 
２．モニタリング・システムの各観測井（各ＮＳＷ観測井）と実証試験地

の観測井－揚水井（ＰＩシリーズ）の水位変化と塩分濃度変化 
 揚水対策井列の前面（下流側）にあるほとんどの観測井は、８月２日の対策揚水井列

の揚水開始以降（表―１）、地下水位の低下傾向が認められ、更に塩イオン濃度の低下

も認められた。 

表－１ 揚水遮水対策に関わるエアーリフトおよびポンプによる揚水と停止 
   

２００７年  エアーリフト揚水列（２３本）・揚水ポンプの揚水と停止 

3月21日  ＰＩ－７ ポンプ揚水開始 揚水量８ｍ3/日 

   

5月16日  ＰＩ－３下・ＰＩ－４ポンプ揚水開始 揚水量５ｍ3/日（合計） 

  総合計揚水量 １３ｍ3/日（ＰＩ－７を含む） 

   

6月29日  ＰＩ－７ 揚水停止 

   

7月3日  ＰＩ－８ 揚水開始 ＰＩ－３下・ＰＩ－４揚水停止 

   

7月13日  全揚水停止 

   

8月2日  エアーリフト揚水井列（ＰＷ・２３本）揚水遮水対策開始 

   

8月12日  ＰＩ－７ ポンプ揚水開始 揚水量１．６ｍ3/日 

   

8月23日  ＰＩ－４ ポンプ揚水開始 揚水量２．５ｍ3/日 

   

 特に、実証試験開始時（３月２１日）から揚水遮水対策開始（８月２日）以降の現在

までの揚水・停止にともなう各観測井（ＮＳＷシリーズ）・実証試験揚水井（ＰＩシリ

ーズ）の地下水位と塩分イオン濃度の両変化には、良い相関性が認められる。つまり、

水位が降下すると濃度も低下し、水位が上昇すれば濃度が高くなる。この傾向は、

NSW—1（図―６）・NSW-2（図―７）・NSW-7（図―１０）・NSW-８（図―１１）・

NSW-１２（図―１２）・NSW-１６（図―１３）・PI-1（図―１４）・PI-2（図―１５）・

PI-3下（図―１６）・PI-4（図―１７）・PI-6（図―１９）・PI-7（図―２０）・PI-8（図

―２１）・既存観測井No.2（図―２２）の各観測井で認められる。この相関性が認めら

れる全ての観測井では観測を開始した頃（３月２１日）より、現在の塩素イオン濃度は

明らかに低下していることが認められる。 

 ① NSW—1（図―６）を見てみると、測定開始の 3 月から 4 月にかけては塩素イ



オン濃度が 1500ppm 前後から 2000ppm の間を推移し、5 月 16 日の揚水対策実証試

験の開始後、水位の低下に伴い塩素イオン濃度も1200ppm 前後を推移するようになっ

た。6 月29 日にPI-7のポンプを停止した後、水位の上昇とともに塩素イオン濃度は上

昇した。しかし、8 月2 日の揚水遮水対策の開始とともに、水位と塩素イオン濃度はア

ップダウンするものの水位は低下し。塩素イオン濃度にも低下が認められる。 

 ② NSW-2（図―７）を見てみると、測定開始の塩素イオン濃度は 1800ppm 前後

で推移し、5 月 16 日に揚水対策実証試験を開始すると塩素イオン濃度は 1000ppm よ

りも低下しているのが認められた。その後、水位の変動と塩素イオン濃度の上昇に相関

性が認められ、塩素イオン濃度は少しずつ高くなった。7 月 13 日の揚水全面停止以降

に1500ppm を超える高い塩素イオン濃度が認められた。しかし、8 月 2 日の揚水遮水

対策の開始での水位低下とともに塩素イオン濃度も低下し、1200ppm前後になる。 

 ③ NSW-7（図―１０）を見てみると、測定開始の３月頃から塩素イオン濃度は

1600ppmから2000ppmの間を推移していた。5 月16 日の揚水対策実証試験後、水位

の低下と塩素イオン濃度が少しずつ低下した。そして、900ppm まで濃度が低下した。

7 月 3 日の PI-3 下・PI-4 の揚水停止と 7 月 13 日の揚水全面停止で、水位と塩素イオ

ン濃度が上昇する。しかし、8 月2 日の揚水遮水対策開始で、水位は急低下し、塩素イ

オン濃度も水位の変化に合わせるように低下した。10 月の測定では200ppmまで塩素

イオン濃度が低下し、現在も低下し続けている。 

 ④ NSW-８（図―１１）を見てみると、6月２９日のＰＩ-7 の揚水停止から8 月2

日の揚水遮水対策対策直前まで水位は上昇し、塩素イオン濃度も上昇した。8 月 2 日

の揚水遮水対策開始で水位の下降が急激に始まる。塩素イオン濃度も一週間遅れて急

激な濃度低下を示した。その後 8 月 15 日頃になると水位の低下は穏やかになり、塩

素イオン濃度の低下も緩やかになる。 

 ⑤ NSW-１２（図―１２）を見てみると、３月２１日の揚水実証試験を開始頃の塩

素イオン濃度は 1700ppm である。その後、塩素イオン濃度は低下し始め、6 月 29 日

にPI-7 の揚水を停止してから水位が上昇し始め、同時に塩素イオン濃度も上昇してい

る。そして、8 月2 日の揚水遮水対策前に高濃度のピークを迎え、対策後は急激な水位

の低下とそれに伴い、塩素イオン濃度の急激な低下が認められた。９月５日以降も塩素



イオン濃度は1300ppm程度でゆっくり低下し、対策前と比較すれば揚水遮水対策の効

果が、明らかに認められる。 

⑥ PI-1（図―１４）を見てみると、3 月の測定開始頃は塩素イオン濃度は 1600ppm

前後で推移し、5 月 16 日に PI-3 下・PI-4 の揚水開始で水位と塩素イオン濃度との低

下傾向が顕著になる。揚水停止後は水位の上昇と塩素イオンの上昇が認められ、8 月2

日の揚水遮水対策以降は水位の急激な低下と塩素イオン濃度の低下が認められる。3 月

の測定開始頃の塩素イオン濃度と比較すると濃度低下は明らかである。 

⑦ PI-2（図―１５）を見てみると、3 月 21 日の揚水実証試験開始時期は水位と塩素

イオン濃度が共に高く、塩素イオン濃度の最大値は2300ppmであった。しかし、その

後、水位と塩素イオン濃度は次第に低下した。さらに、5 月 16 日の PI-3 下・PI-4 の

揚水開始とともに水位と塩素イオン濃度は急激に低下した。7 月 13 日の揚水全面停止

から 8 月 2 日の揚水遮水対策までの期間では、水位と塩素イオン濃度の両者とも上昇

が認められ、最大値を迎える。揚水遮水対策後は、水位の急激な低下と塩素イオン濃度

の低下が認められた。この時の塩素イオン濃度は最も低い値で 500ppm まで低下して

いる。そして、8 月29 日頃から塩素イオン濃度が少し上昇し始めるが、9 月26 日から

また低下していることが認められた。 

 ⑧ PI-3 下（図―１６）を見てみると、5 月 16 日の PI-3 下・PI-4 の揚水開始まで

は水位も高く、塩素イオン濃度も 2000ppm から 2500ppm を推移し高い値であった。

5 月 16 日の揚水開始からは、水位と塩素イオン濃度の低下が認められ、6 月 6 日から

水位が上昇し始めるが塩素イオン濃度は1600ppm前後を推移していた。8月2 日の揚

水遮水対策開始後は、水位の急激な低下と塩素イオン濃度の低下が認められ、塩素イオ

ン濃度は1400ppm前後を推移した。 

 ⑨ PI-4（図―１７）を見てみると、測定開始頃の塩素イオン濃度はスクリーン下で

最も高い濃度を推移しており、3000ppmである。5 月16 日にPI-3下・PI-4 の揚水を

開始すると、水位の低下と塩素イオン濃度の低下が認められ、塩素イオン濃度は

1200ppmまで低下している。6 月13 日頃から水位が上昇し始め、塩素イオン濃度も上

昇している。8 月2 日に揚水遮水対策を開始すると水位の低下と塩素イオン濃度の低下

が認められる。8月23日にPI-4に揚水ポンプが設置され、水位が急激に低下している。



塩素イオン濃度はポンプの設置に伴い測定ができない状況であるため、測定は 8 月 20

の測定で止まっている。 

 ⑩ PI-7（図―２０）を見てみると、3 月 21 日に揚水を開始してから水位が急激に

低下している。塩素イオン濃度も少しずつ低下し始め、開始時期に3000ppmであった

のが6 月29 日にポンプを停止する頃には1800ppmまで低下している。PI-7のポンプ

は6月13日頃から目詰まりの影響を受け、水位が上昇している。ポンプを停止した後、

水位の上昇と塩素イオン濃度の上昇が認められ、7 月 13 日の揚水全面停止後に塩素イ

オン濃度は高濃度に達する。8 月2 日に揚水遮水対策を開始すると、水位が急激に低下

し、8 月12 日にPI-7でポンプによる揚水が開始されると塩素イオン濃度が低下し始め

ている。また、9 月 12 日以降では水位の低下と塩素イオン濃度の低下が認められ、塩

素イオン濃度は700ppm～600ppmを推移している。 

 ⑪ PI-8（図―２１）を見てみると、3 月21 日にPI-7で揚水を開始してから少しず

つ塩素イオン濃度が低下し始め、5 月 16 日に PI-3 下・PI-4 の揚水を開始すると、さ

らに塩素イオン濃度が低下し、測定開始時期と比較するとスクリーン下で濃度は半減し

ていることが確認できた。6月29 日にPI-7 の揚水を停止してから、水位と塩素イオン

濃度の上昇が認められる。7 月 3 日にPI-3 下・PI-4 の揚水を停止し、PI-8の揚水を開

始すると、水位の低下が認められるものの塩素イオン濃度は上昇していることが認めら

れる。これは、PI-8 のみで揚水したことにより高濃度塩素イオン地下水塊を引き寄せ

たためと考えられる。同じように、7 月 13 日に全揚水停止の後に水位の上昇と反対に

塩素イオン濃度が低下している。8月2 日に揚水遮水対策を開始すると、水位が急激に

低下し、塩素イオン濃度も9 月12 日頃から低下し始めている。 

⑫ 既存観測井 No.2（図―２２）を見てみると、3 月 21 日に PI-7 で揚水開始時期の

塩素イオン濃度は1500ppmから1900ppmの間を推移している。5月16 日にPI-3 下・

PI-4で揚水を開始すると1400ppmまで塩素イオン濃度が低下している. 

7 月13 日の全揚水停止で、水位と塩素イオン濃度ともに上昇し、8 月2 日に揚水 

遮水対策開始で、水位の急激な低下が認められ、塩素イオン濃度も低下し、1400ppm

前後を推移している。ちなみに、9 月 10 日に塩素イオン濃度が急激に低下しているこ

とが認められる。これは、前日の台風通過に伴う大雨により井戸の端から雨水が浸入し



たものである。また、スクリーンの設置している地層が泥層であるために揚水遮水対策

を開始しても塩素イオン濃度が低下しにくいと考えられる。 

・ 地下水位と塩分イオン濃度の両変化で、逆相関性を示す各観測井（ＮＳＷシリー

ズ）・実証試験揚水井（ＰＩシリーズ）も認められる。つまり、水位が降下すると濃度

が高くなり、水位が上昇すれば濃度が低くなる。この傾向は、⑬NSW-4（図―８）・⑭

NSW-5（図―９）・⑮ PI-5 （図―１８）の各観測井で認められる。 

 前者の①～⑫の観測井群は、塩素イオン濃度の比較的高い場所に位置し、後者の⑬～

⑮の観測井群は、塩素イオン濃度が比較的低い場所に位置している。この、両傾向は塩

素イオン高濃度地下水塊全体に対する揚水遮水の効果がでていることを示している。 

 
 

 

図―６ 揚水・停止試験にともなうモニタリング・システム井(NSW-1)の水位変

動・塩素濃度変動 



 

図―７ 揚水・停止試験にともなうモニタリング・システム井(NSW-2)の水位変

動・塩素濃度変動 
 

 

図―８ 揚水・停止試験にともなうモニタリング・システム井(NSW-4)の水位変

動・塩素濃度変動 



 

 

図―９ 揚水・停止試験にともなうモニタリング・システム井(NSW-5)の水位変

動・塩素濃度変動 
 

 

図―１０ 揚水・停止試験にともなうモニタリング・システム井(NSW-７)の水

位変動・塩素濃度変動 



 

 

図―１１ 揚水・停止試験にともなうモニタリング・システム井(NSW-８)の水

位変動・塩素濃度変動 
 

 

図―1２ 揚水・停止試験にともなうモニタリング・システム井(NSW-12)の水

位変動・塩素濃度変動 



 

 

図―1３ 揚水・停止試験にともなうモニタリング・システム井(NSW-16)の水

位変動・塩素濃度変動 
 

 

図―1４ 揚水・停止試験にともなう実証試験揚水井(PI-1)の水位変動・塩素濃

度変動 



 

 

図―1５ 揚水・停止試験にともなう実証試験揚水井(PI-2)の水位変動・塩素濃

度変動 
 

 

図―1６ 揚水・停止試験にともなう実証試験揚水井(PI-3 下)の水位変動・塩素

濃度変動 



 

 

図―1７ 揚水・停止試験にともなう実証試験揚水井(PI-４)の水位変動・塩素濃

度変動 
 

 

図―1８ 揚水・停止試験にともなう実証試験揚水井(PI-５)の水位変動・塩素濃

度変動 



 

 

図―19 揚水・停止試験にともなう実証試験揚水井(PI-６)の水位変動・塩素濃

度変動 
 

 

図―２０ 揚水・停止試験にともなう実証試験揚水井(PI-７)の水位変動・塩素濃

度変動 



 

 

図―２１ 揚水・停止試験にともなう実証試験揚水井(PI-８)の水位変動・塩素濃

度変動 
 

 

図―２２ 揚水・停止試験にともなう既存観測井No.2の水位変動・塩素濃度変

動 



 

 

図―２３ 揚水・停止試験にともなう既存観測井No.4の水位変動・塩素濃度変

動 

３．モニタリング・システムで確認された Kd38 透水層における地下水流

動系の変遷と塩素イオン（Cl-）濃度水平分布の変遷 
（１）地下水流動系の変遷 

① ３月２１日の実証試験揚水の開始から７月１３日の実証試験の揚水活動全面停止直前までは、 

  既存観測井No.2 とNSW- No.2 付近を中心として、水位の低下が持続された。4 月４日に５２

ｍ（図―24）、6月４日に50m（図―25）、7月９日に52m（図―26）である。  

② 揚水対策の初期条件を設定するために、７月１３日に揚水活動を全面停止した。その結果、広域

的にみると従来から存在する南から北へ向かう潜在的地下水流動系が顕在化した（図―２７）。 

③ ８月２日の揚水対策を実施後、NSW-No.2付近の地下水位が、周辺の観測井のそれより低いこと

が認められた（図―２８）。 

④  既存観測井No.2やNSW-No.2の塩分濃度低下対策のために、揚水井列の一部の揚水井のみを

稼動させたので、既存観測井No.2やNSW-No.2へ向かう東・西方向からの地下水流動系や、南・

北方向からの地下水流動系が顕在化した。 

 ⑤ 揚水井列（PW）の揚水開始後、9 月の水位が最も低い値(47m)であることが認められる（図―



２８） 

 

（２）塩素イオン（Cl-）濃度平面分布の変遷 

① 実証試験揚水後の4 月4日におけるＫｄ38 の塩素イオン濃度分布（図―３０）は、７月１９日

のそれに（図―３２）比較して大きい。但し、この両測定時の間にある６月 4 日の塩素イオン濃度分

布（（図―３１）は、前述の両者と濃度分布形態は類似するが、相対的に濃度が低い。この現象は、揚

水井列掘削時における大量な水の使用によるものと思われる。 

② 揚水対策の初期条件を設定するために、７月１３日に揚水活動を全面停止したが、その結果、広

域的に塩分濃度が高くなった。そして、NSW-No.1からNSW-No.7にかけて、特に塩素イオン濃度２

０００ppmの地下水塊が拡大する。図－３３）。 

③ ８月２日に揚水井列の全面揚水と一部の揚水調整を行った結果、次のことがあきらかになった。 

揚水井列より下流側に位置する各NSW観測井では、水位および濃度の低下傾向が認められ、塩素イ

オン水塊の規模が縮小してきている。つまり、２０００ppm の塩素イオン濃度を示す地下水塊の部

分をはじめ全体が縮小している（図－３４）。 

③ ９月１８日の各観測井の測定結果では、高塩素イオン濃度を示す地下水塊の部分はさらに縮小 

し、完璧揚水遮水対策の効果は出ている（図―３５）。 



 

図―２４ モニタリング・システムでのKd38 透水層の地下水位・地下水流動系 

（2007 年4 月４日：3 月21 日にPI-7で揚水開始） 
 



 

図―２５ モニタリング・システムでのKd38 透水層の地下水位・地下水流動系 

（2007 年6 月４日：PI-7・PI-3・PI-4 で揚水） 



 

図―２６ モニタリング・システムでのKd38 透水層の地下水位・地下水流動系 

（2007 年7 月９日：PI-7 停止・PI-3,PI-4 で揚水持続） 



 

図―２７ モニタリング・システムでのKd38 透水層の地下水位・地下水流動系 

（2007 年8 月１日：揚水停止中） 



 

図―２８ モニタリング・システムでのKd38 透水層の地下水位・地下水流動系 

（2007 年9 月３日：8 月2 日揚水井列揚水開始） 



 

図―２９ モニタリング・システムでのKd38 透水層の地下水位・地下水流動系 

（2007 年9 月18 日：8 月2 日揚水井列揚水開始） 
 



 

図―３０ モニタリング・システムからのKd38 透水層の塩素イオン（Cl-）濃度分布

（2007 年4 月４日：3 月21 日にPI-7で揚水開始） 

（＊塩素イオン濃度はスクリーン下端の値）



 
図―３１ モニタリング・システムからのKd38 透水層の塩素イオン（Cl-）濃度分布 

（2007 年6 月４日：PI-7・PI-3・PI-4 で揚水） 

（＊塩素イオン濃度はスクリーン下端の値） 



 

図―３２ モニタリング・システムからのKd38 透水層の塩素イオン（Cl-）濃度分布 

（2007 年7 月９日：PI-7 停止・PI-3,PI-4 で揚水持続） 

（＊塩素イオン濃度はスクリーン下端の値）



 

図―３３ モニタリング・システムからのKd38 透水層の塩素イオン（Cl-）濃度分布 

（2007 年8 月1 日：揚水停止中） 

（＊塩素イオン濃度はスクリーン下端の値）



 

図―３４ モニタリング・システムからのKd38 透水層の塩素イオン（Cl-）濃度分布 

（2007 年9 月3 日：8 月2 日に揚水井列揚水開始） 

（＊塩素イオン濃度はスクリーン下端の値） 



 

図―３５ モニタリング・システムからのKd38 透水層の塩素イオン（Cl-）濃度分布 

（2007 年9 月18 日：8 月2 日揚水井列揚水開始） 

（＊塩素イオン濃度はスクリーン下端の値） 



４．揚水遮水完璧対策による鉄赤壁ネダレの縮小 
赤壁の赤色は、鉄分を含んだ地下水が地表に流出し、鉄が酸化された色である。房総

地方では、地層露頭から壁にそって流下する湧水をネダレと呼んでいる。したがって、

鉄赤壁ネダレと呼ぶことにする。 

この写真の鉄赤壁ネダレ部は、下部透水層部の露出部にあたる。処分場の築造にとも

なう地下水位の上昇と地下水流動系を切断する露頭形成で、鉄分を含んだ地下水の流量

は増加する傾向にあった（写真―１・２・３）。その地下水中の鉄分が酸化されるので、

赤壁は当然拡大傾向にあった。 

２００７年８月２日からの対策用揚水井列の揚水開始以降、確実に鉄赤壁ネダレは縮

小し、ネダレの湧出量の減少も認められている（写真―４・５・６・７）。 

 

Ａ Ｃ 
Ｂ 

写真―１ 第２処分場下流での鉄ネダレ赤壁形成現象全景２００６年９月３０日 

鉄赤壁ネダレは、第２処分場からの下部透水層露頭への漏洩現象である。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真―２ 写真―１のＡ部分の拡大写真 （２００６年９月３０日） 



 

写真―３ ２００７年５月２７日の鉄ネダレ赤壁露頭 写真―１のＡ部分・Ｂ部分・Ｃ部分の赤色部が

２００６年９月３０日のそれらに比較して、さらに大きくなっている。Ａ部分・Ｂ部分・Ｃ部分の赤色

部が、ほぼ全面赤壁状になっている 
 

 

写真―４ ２００７年９月３日の鉄ネダレ赤壁露頭 ２００７年８月２日からの対策用揚水井列の揚

水開始以降、写真―１（２００６年９月３０日）の赤色部分が縮小している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真―５ 写真―４の拡大写真、２００７年５

月２７日前後に、最も拡大していたＢ部分の赤色部が消滅しかけている。（２００７年９月１３日撮影）。 



 

 

写真―６ 道路脇鉄ネダレ赤壁からの湧水もわずかになった（２００７年９月１３日） 

 

 
 

 写真―７の拡大写真、２００７年９月１３日撮影時（写真―５）のＢ部分の赤色部が消滅し、Ａ部は 

さらに縮小している（２００７年１０月５日撮影）、 

 

５．揚水完璧遮水対策に関わるインターネット情報公開と各自治体および流

域住民等への環境分析項目と定期測定計画 
揚水完璧遮水対策法による揚水対策井は、Kd38 透水層・下部透水層のそれぞれにス

クリーンを設置した各揚水井列（① 揚水井列 ② 揚水―観測井列 ③ 上段揚水井

列の３列）を完成させた（図―１）。そして、① 揚水井列（23本）で揚水対策をして

いるが、良好な結果を示している（図―３４、図―３５）。 

揚水完璧遮水対策に関わるインターネット情報公開と各自治体および流域住民等へ



の環境分析項目と定期測定計画を表―２に示す。 

はじめにも述べたが、①第１処分場の漏洩機構解明調査と②湊川集水域住民への安全

性の提言については、「千葉県富津市大塚山周辺人工地層環境修復科学技術審査会報告

“揚水遮水完璧対策に関わるモニタリングと湊川集水域住民への安全性の提言”」（２０

０７年８月５日）の報告書に述べてある。 

 

表―２ 揚水遮水対策・モニタリング立ち上げと稼動に関わる実施状況 

揚水対策井（２３本）・観測揚水対策井（２２本）の設置完了 7 月24 日・ 

傾斜揚水井設置完了３本 10 月5 日 

揚水対策井（２３本）・観測揚水対策井（２２本）の泥溜洗浄完了 7 月30 日 

揚水対策井へのエアーリフト施設（:２３本）・揚水量測定施設の設置完了と揚水開始 8 月2 日 

揚水ポンプ設置（１本） 8 月10 日 

揚水対策開始 8 月8 日～8 月15 日

揚水対策井でのエアーリフト施設（:２３本）の圧気揚水量の調整検討 8 月15 日 

対策揚水に係わる適正圧気揚水量試験とその解析解・最適量の検討 8 月20 日～ 

観測揚水対策井（２２本）へのエアーリフト施設の設置完了と揚水開始 10 月15 日～ 

観測揚水対策井（２２本）でのエアーリフト施設の圧気揚水量の調整検討 10 月16 日 

揚水対策効果確認（既存観測井（２本）・新規観測井（16 箇所：60 観測井） 9 月3 日 

＊水位・EC・CL-（効果確認される）  
  
インターネットによる流域住民・国内外への対策効果の公開（地下水流動系・ＥC・ＣL-の 

プリューム変動・揚水量変動）（５観測井） （成功） 
9 月18 日 

３２（１６☓２）観測井による地下水流動系・・ＥC・ＣL-プリューム変動・揚水量変動の全てと実測

データをインターネットで公開。 
11 月30 日～ 

揚水対策効果確認（既存観測井（２本）・新規観測井（16 箇所：60 観測井）＊＊水位・CL-等と千葉

県・富津市の各自治体提出用の環境分析項目の定期測定 
11 月15 日～ 

  

今後の第１処分場の調査計画は、２００７年６月９日付けの「千葉県富津市大塚山周辺人工地

層環境修復科学技術審査会報告」による。  

 

 


